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Ⅲ 教育大綱 

１ 教育大綱の位置付け 

武蔵村山市教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱（以下「教育大綱」とい

う。）は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１条の３に基づき、国の第３期教育振

興基本計画を踏まえつつ、「武蔵村山市第五次長期総合計画」を基本とし、本市の実情に応じ

た、学校教育、生涯学習、スポーツ、学術及び文化の各分野の方針を取りまとめ、その目標や

施策の根本となる方針を定めるものです。 

この大綱は、予算編成・執行や条例提案などの重要な権限を有している地方公共団体の長が

定めることにより、地域住民の意向をより一層反映させることや地方公共団体における教育、

学術及び文化の振興に関する方策の総合的な推進を図ることを目的としています。 

 

２ 教育大綱の対象期間 

  教育大綱の対象期間は、令和４年度から令和８年度までの５か年とします。 

 

３ 基本理念 

人と人との絆
きずな

で 未来を拓
ひら

く 学び支え合うまち 武蔵村山 

    

○ 人と人との絆で 

学校、家庭及び地域と連携・協力しながら、人と人との絆を大切にし、自然や歴史・

文化とのつながりの中で、児童・生徒の明るい未来を創造していきます。 

 

  ○ 未来を拓く 

児童・生徒が様々な学びや経験・体験を通して、生きる力を育み、たくましく未来を

切り拓き、力強く生きていくことを目指していきます。 

 

   ○ 学び支え合うまち 武蔵村山 

誰もが生涯を通じて互いに学び合い、高め合える元気で活力あふれるまちになるよう

な教育を目指していきます。 

  



2 

 

４ 基本方針 

基本方針１  生きる力を育む教育の推進 

知識基盤社会において、いかに社会が変化しようと、子供たち一人一人が、自ら課題を見付
け、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解決することができるよ
うにするために必要な「生きる力」を育むことが求められる。 
また、これからの子供たちには、「何を学ぶか」だけでなく、「何を理解しているか、何が

できるか」、「理解していること・できることをどう使うか」、「どのように社会・世界と関
わり、よりよい人生を送るか」という三つの柱で資質・能力を育成するとともに、誰一人取り
残さない持続可能な社会づくりに貢献できる人材を育成することが重要である。 
そのために、家庭における教育の成果を基盤としながら、子供たちの確かな学力の定着や健

やかな心と体の育成を図ることができる教育を推進する。また、思考力・判断力・表現力等を
育む教育や、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の理念等を踏まえ、地域の課題から地球規模の
諸課題まで幅広く自らの課題として考え、解決する力を育む教育を推進するとともに、個に応
じたきめ細やかな指導の充実を図る。 

基本方針２  学校・家庭・地域の連携・協働の推進 

我が国と郷土の未来を切り拓く子供たちのための教育が、一層効果的に行われるようにする
ために、学校・家庭及び地域社会が、それぞれの機能を十分に発揮して、その責任を果たすと
ともに、これまで以上に連携・協働体制を強化することが求められる。 

そのために、コミュニティ・スクールとして開かれた学校づくりを推進するとともに、地域
社会全体で子供たちを育てる仕組みの構築を図る。 

基本方針３  教育の質の向上と教育環境の整備 

保護者や地域から信頼される学校づくりを実現するために、義務教育９年間を見通した教育
活動の充実を図り、教員が、自らの資質や能力を向上させるとともに、成果と課題の検証に基
づき、教育活動の改善を図ることが求められる。 
そのために、教員対象の研修や、校内における人材育成のための組織を確立するとともに、

学校評価に基づく経営改善を推進する。 
また、学校における教育活動の効果を一層高めるため、「ＧＩＧＡスクール構想」により整

備されたタブレット端末を活用して、個別の教育的ニーズや学習状況に応じた学習を充実させ
るとともに、施設、教育機器等の教育環境の整備を推進する。 

基本方針４  自己実現を目指す生涯学習の推進 

「人生100年時代」の到来が予測される中、あらゆる場所における学習を通して市民一人一
人が、自己の人格を磨き、互いに支え合いながら豊かな人生を送ることができるようにすると
ともに、我が国と郷土を愛し、主体的に社会の発展に寄与しようとする気持ちや態度を育む生
涯学習社会の実現が求められる。 
そのために、市民が生涯を通じて、自ら学んだり、伝統や文化に触れたりすることができる

多様な学習機会の充実を図るとともに、「武蔵村山市スポーツ都市宣言」の趣旨を踏まえ、ス
ポーツとの関わりをもてる環境整備を進め、スポーツ活動の振興を図る。 

基本方針５  教育財産の有効活用の推進 

市が保有する財産を最大限活用するという観点から、教育財産についてもその活用を推進す
ることが求められる。 

そのために、特に学校施設は、様々な用途を考え、多様な観点に立って積極的な活用を推進
する。 


